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業績の概要  

高分子事業を中心に概ね
販売数量が回復し、増収。 

減損損失、製品改修引当
金等の特別損失を計上し
たが、黒字に転換。 

連結合計 

（金額単位：億円） 

２０１２年度 

実績  

２０１３年度 

実績 

前期比 

金額 率 

売上高 １，６０２ １，６２７ ２５ ２％ 

営業利益 ５５ ６８ １３ ２３％ 

経常利益 ３９ ４７ ９ ２２％ 

当期純利益 ▲１０９ ６ １１５ － 

セグメント別 

（金額単位：億円） 

２０１２年度 

実績 

２０１３年度 

実績 

前期比 

金額 率 

売上高 １，６０２ １，６２７ ２５ ２％ 

高分子事業 ６１２ ６５５ ４３ ７％ 

機能材事業 １４１ １４９ ８ ５％ 

繊維事業 ６７７ ６８２ ５ １％ 

その他 １７２ １４１ ▲３０ ▲１８％ 

営業利益 ５５ ６８ １３ ２３％ 

高分子事業 ７０ ６８ ▲２ ▲２％ 

機能材事業 １２ １９ ７ ６４％ 

繊維事業 ▲４ ４ ８ － 

その他 １３ ８ ▲５ ▲４０％ 

消去・全社 ▲３６ ▲３２ ４ － 

原燃料価格の上昇を価格
改定やコストダウン等に
よりカバーし、増益。 
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（金額単位：億円） 

６８ 

５５ 

２０１２年度 ２０１３年度 

＋１３ 

◆販売数量増 

  販売構成差 等                      

  

営業利益変動要因分析（２０１２年度→２０１３年度） 

価格改定 
＋１４ 

◆固定費削減  等 

原燃料 
価格変動 
▲２５ 

コスト 
ダウン他 
＋１６ 

販売数量 
＋８ 
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資産・負債・純資産 

（金額単位：億円） ２０１３年３月末 ２０１４年３月末 増減 

資産合計 ２，５５１ ２，５４２ ▲９ 

流動資産 １，００３ ９９４ ▲９ 

固定資産 １，５４８ １，５４８ ０ 

負債合計 ２，３３７ ２，３４８ １１ 

純資産合計 ２１３ １９４ ▲１９ 

株主資本 １８７ １９２ ６ 

その他の包括利益累計額 ▲ ９ ▲ ３７ ▲２９ 

少数株主持分 ３５ ３８ ３ 

有利子負債 １，６６５ １，６４６ ▲２０ 

自己資本比率 ７．０％ ６．１％ ▲０．９％ 
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高分子事業の状況 

□フィルム 

〔増収・減益〕 

包装分野 

国内需要が回復し、輸出も好調に推移したため販売
数量が増加。 

工業分野 

ポリエステルフィルムの電気・電子機器用途での需
要低迷が続いたため、販売数量は減少。 

□樹脂・他 

〔増収・増益〕 

ナイロン樹脂 

自動車用途が堅調に推移。 

ポリアリレート樹脂「Ｕポリマー」 

自動車用途やスマートフォンなどの情報端末機器用
途での販売が好調に推移。 

ポリエステル樹脂他 

環境配慮型の水性エマルション「アローベース」の用
途開拓やダイレクトブローボトル用途への販売が進
み、収益に貢献。 

□不織布 

〔増収・増益〕 

ポリエステルスパンボンド 

公共事業の回復に伴って土木用途が大きく伸長し、
「エルベスキャッピングシート」など震災復興用途の
販売も進捗。 

コットンスパンレース 

ウェットシート用途の販売が伸長。 

需要回復で増収となるが、価格改定効果発現のタイムラグなどにより減益 

（金額単位：億円） ２０１２年度 ２０１３年度 増減 

高分子事業 売上高 ６１２ ６５５ ４３ 

フィルム ２９５ ３１８ ２３ 

樹脂・他 １９２ ２０２ １０ 

不織布 １２５ １３６ １０ 

高分子事業 営業利益 ７０ ６８ ▲２ 
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機能材事業の状況 

□機能材 

〔増収・増益〕 

ガラス繊維・産業資材分野 

土木改修用途や住宅関連用途が堅調。 

その他の用途も好調に推移。 

ガラス繊維・電子材料分野 

ＩＣクロスは情報端末機器用途での高付加価値品の
輸出が伸張し、好調に推移。 

ガラスビーズ 

反射材用途は、欧州市況の低迷により低調。 

ロードマーキング用途や自動車向けなどの工業用
途で販売数量が増加。 

活性炭繊維 

水栓内蔵型など浄水器用途の販売は引き続き堅調。 

自動車脱臭用途や空気清浄用途の販売も好調。 

全般的に需要が回復し、増収増益 

（金額単位：億円） ２０１２年度 ２０１３年度 増減 

機能材事業 売上高 １４１ １４９ ８ 

ガラス繊維 ６８ ７３ ５ 

ガラスビーズ関連 ２７ ２９ ２ 

活性炭繊維関連 ３８ ４１ ３ 

その他 ７ ４ ▲３ 

機能材事業 営業利益 １２ １９ ７ 
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（金額単位：億円） ２０１２年度 ２０１３年度 増減 

繊維事業 売上高 ６７７ ６８２ ５ 

産業繊維 ２１５ ２１３ ▲２ 

衣料繊維 ４６３ ４６９ ６ 

繊維事業 営業利益 ▲４ ４ ８ 
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繊維事業の状況 

□繊 維 

〔増収・増益〕 

産業繊維 

ポリエステル高強力糸は、主力の建築・土木分野で
の市場競争が依然として厳しく採算が悪化。 

ポリエステル短繊維は、バインダー繊維の差別化品
などで輸出を中心に需要が増加し、更に円安の影
響もあったが、大幅な採算改善には至らず。 

ビニロンは、国内市場はおおむね堅調に推移したが、
ロープ用途での需要減少が響き、売上げが減少。
海外では、アスベスト代替のセメント補強用途で新
興国への拡販が進み、採算が改善。 

衣料繊維 

スポーツ分野及びレディス分野は、「サラクール」や
「サーモトロン」などの差別化素材の販売が堅調。ユ
ニフォーム分野は、円安による調達コストの上昇、
加工費コストの上昇により減益。海外向けではデニ
ムの輸出が好調に推移。 

黒字回復するも、依然厳しい事業環境が続く 

売上高 

６７７ 

営業利益 

▲４ 

2012年度 2013年度 

６８２ 

４ 
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その他の状況 

□その他 

〔減収・減益〕 

生活健康 

健康食品「白幻鳳凰」は、発売10周年の記念キャン
ペーン実施などにより、販売数量が増加。 

機能性食品原料はラクトビオン酸の販売が堅調で
あったが、主力製品セラミドの需要が回復せず、低
調に推移。 

メディカル 

新製品を投入した循環系カテーテルの販売が伸長
し、キチン材料も新製品の上市があり、販売数量は
増加。診断薬は主要客先への販売増加により堅調
に推移。 

不動産関連 

マンション販売は、一部物件の販売開始が遅れた
ため収益が減少。 

マンション販売の遅れにより、減収減益 

（金額単位：億円） ２０１２年度 ２０１３年度 増減 

その他 売上高 １７２ １４１ ▲３０ 

生活健康・他 ８２ ７５ ▲８ 

不動産関連 ８７ ６７ ▲２１ 

環境 ２ ０ ▲２ 

その他 営業利益 １３ ８ ▲５ 
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フィルム 樹脂 不織布 

主要 
製品 
（用途） 

◇ナイロンフィルム 
◇ポリエステルフィルム 

◇ナイロン樹脂 
◇ポリエステル樹脂 
◇ポリアリレート樹脂 

◇ポリエステルスパンボンド 
◇コットンスパンレース 
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高分子事業の概要 

包 装 

自動車 
 部品 

精密機器 

カーマット基布 生活雑貨 

工 業 

エルベスキャッピングシート 

http://www.unitika.co.jp/plastics/applications/upolymer/appli_13.html
http://www.unitika.co.jp/plastics/applications/nano-nylon6/appli_04.html
http://www.unitika.co.jp/plastics/applications/upolymer/appli_01.html


ガラス繊維 ガラスビーズ 活性炭繊維 

主要 
製品 
（用途） 
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機能材事業の概要 

工業用 

車両電照カバー 

ＩＣクロス 
（プリント配線基板用） 

ロードマーキング 活性炭繊維フィルター 

防水用・床材用ガラスクロス 



産業繊維 衣料繊維 

主要 
製品 
（用途） 

◇ポリエステル高強力糸 
◇ポリエステル短繊維 
◇ビニロン繊維        等 

◇ユニフォーム 
◇一般・婦人衣料素材 
◇スポーツ衣料素材       等 
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繊維事業の概要 

工業用 

産業資材用 
ポリエステル繊維 

ビニロン繊維 
 （セメント補強用途） 

スポーツ衣料 

ユニフォーム 婦人衣料 

放射線遮蔽防水シート 



主要 
製品 
（用途） 

◇生活健康 
 医用材料、健康補助食品 等 

◇不動産関連 ◇設備技術 
◇情報システム 
◇環境分析     等 
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その他の概要 

工業用 

健康補助食品 

抗血栓性 
カテーテル 

創傷被覆保護材 
ベスキチン 

マンション事業 

ソフトウェア設計 ヒーティング 
システム 

放射能測定 
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トップシェア・シェア優位事業 

※シェアは当社推定 

製品 
国内 
シェア 

主な用途 当社の強み 

高分子 

ナイロンフィルム 
５０％弱 
（１位） 

食品包装用 
（世界シェア１位） 

同時二軸延伸技術 
クイックデリバリー 

ポリエステルスパンボンド 
４０％ 
（１位） 

自動車内装、建築、土木 
農業資材、衛生材料、生活資材 

複合繊維化技術 

コットンスパンレース 
６０％ 
（１位） 

衛生材料、生活雑貨 
バインダーレス 
天然素材の風合い 

ポリアリレート樹脂 
当社 
独自 

自動車部品、電気・精密機器部材 耐熱性・透明性 

機能材 

ガラスクロス（産業用） 
３０％ 
（２位） 

フィルター素材、ＦＲＰ用、建築 
土木資材 

製繊・製織技術 

ガラスビーズ 
３５％ 
（２位） 

各種反射材、工業用ビーズ 商品の品揃え 

繊維 ポリエステル短繊維（バインダー） 
６０％ 
（１位） 

建材、家具、自動車内装向け不織布原料 複合繊維化技術 

医用材料 ブラッドアクセスカテーテル 
３０％弱 
（１位） 

緊急時血液透析および血液浄化 抗血栓性素材 
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END 


